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  つい先日まで熱中症対策に苦慮していたと思ったら、もう長袖無しでは過ごせないほど涼

しくなってきました。学校の周りの田んぼの稲は、すくすくと育ち、稲穂の頭が垂れ下がっ

てきています。おいしいお米がいただけそうな、実りの秋です。 

 去る９月２８日から３０日までの３日間、中学校最大のイベント修学旅行に、３年生１２

人を引率してきました。また、修学旅行の初日からの２日間は、２年生が「職場体験」（今

年は、コロナ禍のため学校を出ての職場体験は取りやめ、校内で学校の仕事を体験する形を

とりました）を実施しました。また、３日目の３０日には、１、２年生で町内ふれあい公園

まで遠足に行きました。 

 今年の修学旅行は、元々５月に東京方面への旅行を計画していましたが、コロナ禍のため

取りやめました。その代わりに、上記の日程で広島への旅行を企画したのです。近隣の中学

校は、感染を防ぐため県内または近県に行き先を変更したり、１泊に短縮したりしています。

本校も感染対策に万全を期すべく、本校独自のガイドラインを策定し、実践しました。生徒

に体調管理カードを書いてもらい、毎日確認しました。事前に訪問先の対策状況を調査した

り、現地の感染状況を毎日チェックしたりしました。校医先生のご指導を仰ぎ、生徒たちに

講話もお願いしました。旅行当日は、一人一人に消毒スプレーを持たせました。生徒たちは

食事前や乗り物乗車後などにこまめな消毒を実行していました。 

 旅程は、１日目に平和記念公園、広島城。２日目に宮島でシーカヤック体験、厳島神社、

宮島水族館、マリーナホップ。３日目は大阪まで戻ってＵＳＪといったものです。中でも、

私が心に残ったのは平和について考えた１日目でした。 

 旅行初日、まずは被爆校舎が保存されている本川小学校平和資料館を訪れました。遊山気

分がいっぺんに消え去りました。原爆の熱線で溶けたガラス瓶や被爆校舎などの実物を目の

当たりして、生徒たちには衝撃的だったことでしょう。その後、この日のためにみんなで折

った千羽鶴を「原爆の子の像」に捧げ、広島平和記念資料館に向かいました。資料館には数々

の写真や衣服などの実物が展示されています。爆心地近くで作業していた広島二中の生徒が

持っていた、熱線でご飯が炭化したお弁当や、亡くなった３歳の子と一緒に埋めたという「伸

ちゃんの三輪車」の実物もあります。後で、「見ているのが苦痛で」と話した子もいます。

資料館に置かれた参観者が自由に書けるノートには、「自分たちが今平和な世界で暮らして

いけることを幸せに思います。二度とこのようなことが起こらないように願っています」と

書く子がいました。全く同感です。ここを見学先に選んでよかったと思いました。 

  さらに心に残ることが、次に国立広島原爆死没者追悼平和祈念館で聞いた被爆体験者のお

話です。講師は梶矢文昭さん。梶矢さんは小１の時に自宅近くの分散授業所（低学年児童が

自宅近くで学校の授業を受けた所）にいるときに原爆が落とされました。激しい閃光（「ピ

カ」）に続き、爆風（「ドン」）に見舞われ、家屋の下敷きになりました。一緒にいた小３

のお姉さんの安否までは、さすがに思いが及ばず、潰れた家の隙間から這い出して、他の大

人に付いて山まで逃げたのだそうです。市中の火事が収まり、自宅近くの避難所（のような

所）でようやく家族と再会できたのですが、お母さんはガラスの破片で大怪我をしていまし

た。そして、被爆したとき一緒にいたお姉さんは、建物の下敷きになり、再会した時は既に

息を引き取っていました。 

 不思議なことに、亡くなったお姉さんの顔は穏やかで、少し微笑んでいるようにも見えた

のだそうです。実は、お姉さんは空襲で狙われやすい町中から親戚の所へ疎開していたので

すが、その様子を見に行ったお母さんに泣いて頼んで、連れ帰ってきてもらったのでした。

お姉さんは泣きながらお母さんの乗った帰りのバスを追いかけ、根負けしたお母さんがバス

から降り、「広島は危ないよ」と言い聞かせても、「連れて帰って。死んでもええからお母

さんと一緒がええ」と言ったのだそうです。穏やかな死に顔は、そのためだったのでしょう

か。 

 梶矢さんが、お話の中で何度も「姉のことには思いが及びませんでした。６歳のことです

から仕方ないことです」と話されていました。これまで、梶矢さんはお姉さんのことでどれ

ほど自分を責められたことでしょう。私の勘ぐり過ぎかもしれませんが、姉を放って逃げた

自分を、梶矢さんはこのようにしてなだめているのかもしれません。梶矢さんのお話が聞け

たのは、本当にありがたいことでした。 

 ３年生は、後日、英語の時間に修学旅行の思い出を英作文にして発表しましたが、そこで

このときのことを“memorable（忘れられない）”と表現した生徒がいました。資料館での

ノートといい、生徒たちは素晴らしい勉強をさせてもらったように思います。 

 実りの秋の、実り多い修学旅行でした。 

                               校 長  嶌村 敏樹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８号  令和２年１０月３０日  発行 

    紀美野町立美里中学校 
〒640-1235 

和歌山県海草郡紀美野町野中 494-1 
ＴＥＬ０７３－４９５－２０１６ 
ＦＡＸ０７３－４９５－３３１０ 

 

 

(1) 

校 

訓 

「
和
」 

和
を 

貴
た
っ
と

し
と 

為な

す 

な
に
を
や
っ
て
い
く
に
も
人
と

人
と
の
和
が
な
く
て
は
で
き
る
も

の
で
は
な
い
と
和
の
必
要
性
を
説

い
た
有
子
の
こ
と
ば
で
あ
る
。 

 今年度の修学旅行は当初 5 月に東京方面を予定して

いましたが、コロナウイルス感染症対策のために広島

方面に変更して 9 月 28 日から 3 日間行ってきました。 

1 日目は原爆ドーム、平和記念資料館を見学しまし

た。夕食はみんなで広島焼きをいただきました。 

2 日目は宮島でシーカヤック体験を行い、厳島神社

を参拝しました。夜にはきれいなプロジェクションマ

ッピングを見学しました。 

3 日目は大阪に移動し、ＵＳＪでたくさんのアトラ

クションに乗って楽しく過ごしました。そしてたくさ

んの思い出とお土産話を乗せて「くろしお」で海南駅

まで帰ってきました。 

3 日間、天気にも恵まれ、最高の修学旅行となりま

した。 

(2) 



    美 中 だ よ り      令和２年 １１月号                            美 中 だ よ り      令和２年 １１月号      

 

(3) 
(4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 

１日(日)  卓球部強化練習会  

       於：下津二中 

３日(火) 文化の日  

４日(水) 避難訓練 

 ５日(木) 津波防災の日  

 ３年到達度テスト 

７日(土) 県ｿﾌﾄﾃﾆｽ新人大会（団体戦） 

      於：白浜町ｺｰﾄ 

８日(日) 県ｿﾌﾄﾃﾆｽ新人大会（個人戦） 

１０日(火) 『家読ノート』提出 

スクールカウンセラー来校 

１１日(水) ⑥限「進路説明会」  

男子ソフトテニス部  

 団体戦 ４位 折口・鞍・芝滝・前中・硲  

 →県大会出場  

個人戦 １位 折口・鞍ペア    →県大会出場  

女子ソフトテニス部  

団体戦 ５位 松本・浜田・土井・松尾・南・新家  

 

男子は下記の大会に出場します。  

11／7 （土）県新人大会 団体戦（白浜町テニスコート）  

11／8 （日）県新人大会 個人戦（白浜町テニスコート）  

12／13（日）県インドア大会 個人戦（男子の部）（県立橋本体育館） 

 

卓球部  

 個人戦 ５位 西田 朋生  

     ５位 森本 竜弥  
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１３日(金) 交通街頭指導  人事訪問 

１５日(日) 県ｿﾌﾄﾃﾆｽ新人大会（予備日） 

１６日(月) 生徒会役員改選 

１７日(火) 思春期教室 2 年⑤限・3 年⑥限 

スクールカウンセラー来校 

１８日(水) 専門委員会 

２０日(金) ビブリオバトル 2020 紀美野大会 

２３日(月) 勤労感謝の日 

郡駅伝大会（紀三井寺競技場 ） 

２４日(火) スクールカウンセラー来校 

２５日(水) 期末テスト発表  

３０日(月) 先輩に学ぶ会「東 一輝さん」 

※放課後補習日…25 日～27 日、30 日～12 月 1 日   

家読週間は、ちょうど大きな行事も終わり少しゆっくりとした時間を過ごせるときですね。

『家読のススメ No．4』は読んでくれましたか？家読は順調にすすんでいますか？土日を上手

く読書に使って下さい。今年も温かいココアなどを横に、家族が集まっての読書タイムにチャ

レンジしましょう。  

家読ノートは「本との出会いファイル」に綴じて１０日に提出してください。  

 

和歌山県教育委員会では、県民の皆一人ひとりに「学び」や「教育」の大
切さを考えてもらうために、１１月を「きのくに学び月間」としています。本
校では、１０月３０日の美中フェスティバルの日と、１１月２日から１１月３
０日までを学校開放期間とし、授業や行事等、さまざまな取組を公開していま
す。本年度も、多くの保護者や地域の方々に学校へお越しいただき、学校や子
どもへの関心を高めていただくとともに、ご協力をお願いします。  

 

  

 

２ 年英語  

１・２年生は３年生が修学旅行に行っている間に「校外
学習」を行いました。徒歩でふれあい公園に行き、「ボッ
チャ」を競い合って楽しみました。  

２年生は３年生が修学旅行に行っている９月２８日と２９日
の２日間で「校内職場体験学習」を行いました。毎年、紀美野
町内の事業所にお世話になり職場体験を行っていましたが、今
年はコロナウイルス感染症対策のために校内で行うことにしま
した。  

２年生のみなさんは「下駄箱カバーの製作」「防災のためのぞ
うきん作製」「体育館観覧席の清掃」などに取り組みました。  

今後この経験を活かしていってほしいと思います。  

１０月１２日は育友会のみなさんの協力を得て、「下校安全パトロール」を
行いました。全国的に不審者や暴行、殺人、交通事故等の痛ましいニュー
スが多く流れている現状です。このようなことに、いつどこで遭遇するか
わかりません。美里中学校では長年に渡り安全確保に伴うパトロールを実
施しています。これを期にご家庭でも「安全確保」や「命の大切さ」など
ご指導いただければ幸いです。  

ご協力いただいた育友会の皆様、ありがとうございました。  

 

９月２８日は１・２年生が校内でビブリオバトルを
行いました。自分が読んだ本を紹介し合いました。緊
張しながらも５分間をうまく使って話しすることがで
きました。  

１１月２０日に行われる「ビブリオバトル 2020 紀
美野大会」には新家ゆいかさんと松本珠里さんが美里
中の代表として参加します。  

 


